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ノート

斎藤譲*. ソゾ属の本邦新産種，1. Yuzuru SAITO: Laurencia species 

new to ]apan， 1. 

La悶 enciasU1"CUligeTa Tseng， Pap. Michigan Acad. Sci. Arts & Lett. 28: 192. 

pl. 1. f. 4， 5. 1943. 和名・イワカガリ(新称) 産地長崎県野母崎町の長崎大学
水産実験所付近，潮間帯の中部から下部の岩上 (1976年7月13日右田清治採集). 

香港から記載された本程は以前ノ、ワイでも記録された (SAITO，Pac. Sci" 23， p. 159， 

1969)が，このたび右田教授のご厚意により九州で見出された標本と，その生育状態に

ついての資料の提供を受けた。雌維の体，四分胞子体の3者とも観察されたが，どれも

長さ 5cm以下で岩国をほふくし，校の変化した多くの付着器で岩につく (Figs.1-3)。

表皮細胞は小枝の横断面で，あまり顕著ではないにしても，放射状に長く のびて柵状に

ならび，縦方向の原形質連絡はない。四分胞子援は末端校の変成した成実校の頂端部に

集合し，直角型配列が明らかである。したがって， Subgenus Chondl'oρhycusカタソゾ

亜属の 1種で LaUTenciayam.adaJlC! HOWE (Syn. LaUl'e1/cia amabilis YAMADA)シマ

ソソに近縁であるが，より小型で，岩国をほふくし，各部で岩につく点で識別される。

ー北海道大学水医学部植物学教室 (041函on市港町3ー 1-1)

LanreJlcia su，，'culigera 
TSENO (Nomozaki， Kyushu， 
]apan. 13-VII-1976). 1: A 
herbarium specimen. X 1. 
2・Closeup of the basal part， 
x3. 3: A branch bearing 
several discoid adhesive 
organs. x5. 

Dept. Bot.， Fac. Fish.. Hokkaido Univ.， Minatomachi， j-jakodate City. 041 ]apan. 
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